「ああそう です か、 バキチ を ご存じ なんです かご 

「知って ますと も、 知って ますよ ご 

「バ キチを ご存じ なんです か。 

小学校で ご t 一緒です か、 中学校で ご 一緒です か。 い 

いや あいつ は 中学校 なんど 入り やしない。 やっぱり 小 

学校です かご 「兵隊で 一 緒です ご 

い つとう そつ 

「ああ 兵隊で、 そうです か、 あいつ も 一等卒で さね、 

どうやってる かご 存じです かご 「さあ 知りません。 隊 

で 分れた きりです から ご 

「ああ、 そうです か、 そい じ や 私の ほうが やっぱり 詳 

しく 知って ます。 この間まで 馬 喰 を やって ましたが ね _ 



いちもくさん けいさつ に 

バキチ はすつ かり まごついて 一 目 散に 警察へ 遁げて 

帰つ たんです。 そして 署長のと ころへ 行って 耕 牧舎で 

かわ ほね う 

は 牛の 皮 だけ はいで 肉と 骨 はたし かに 土に 埋めて いま 

ほラ こく 

したって 報告し たんです。 ところが それが 知れた で 

しょう。 

町の もの もみん な 笑いました。 署長 もす つかり 怒つ 

やくしょ よ 

てし まい ある 朝 役所へ 出る とすぐ いきなり バキチ を 呼 

び 出して 斯う 申し渡し たと 云います。 バ キチ、 きさま 

も だめな やつ だ、 よくよく だめな やつなん だ。 もう 少 

み ど - J ろ 

し 見所が あると 思った のに 牛に つ つか かれた くらいで 

しょくむ わす に きょうかぎ めんかん 

職務 も 忘れて 遁げ るなん てもう 今日 限り 免官 だ。 すぐ 



服 を ぬげ。 と 来たでしょう。 バキチ の ほうで ももう 

たいてい じゅんさ 

大抵 巡査が あきて いたんです。 へえ、 そうです か、 や 

めましょう。 永々 お世話にな りました つて 斯う 一が うん 

です。 そしてす ぐ 服 をぬ いだ はいいんで すが 実はみ じ 

きもの 

めな もんでした。 着物 も シャツと ず ぼんだけ、 もちろ 

さいふ こづかい しつ やす 

ん 財布 もありません。 小 使 室から 出されて は 寝む 家 さ 

えな いんです。 その 昼間のう ち は シャツと ズボン 下 だ 

けで 頭 を かかえて 一 日 小 使 室に 居ました が 夜に なって 

け、 ^ や ほ 

からとうとう 警部補に たたき 出されて しまいました。 

しょげき 

バキチ はすつ かり 悄気 切つ て ぶらぶら 町 を 歩き まわ つ 

ラ まや こ 

てとうと う 夜中の 十一 一時に タス ケの 廐 にもぐ り 込ん 



だ つて 云 うんです。 

馬 もび つくりし ました あね、 (おい どい つ だい、 何の 

お みが ま 

用 だい。) おどおどしながら はね 起きて 身構え をして 

こ き 

斯う バキチ に 訊いた つてんで す。 

だ れ 

(誰でもな いよ、 バキチ だよ、 もと 巡査 だよ、 知らん 

よこぎ ところ はらば 

かい。) バキチ が 横木の 下の 所 で 腹這いの まま 云い ま 

した。 (さあ、 知らないよ、 バキチ だなん て。 おれ は 

一 向 知らないよ。) と 馬が 云いました ご 「馬が そう 云つ 

たんです かご 「馬が そう 云った そうです よ。 わつ しゃ 

なさ 

馬から 聞き やした。 (おい、 情けない こと 云う じ やな 

いか、 おいら は ひどく 餓え てんだ。 ちっと ォ ー ト でも 



ふ ま おもしろ 

振る舞えよ。) ところが タス ケの馬 も 馬で さあ、 面白 

がって オペラの ように ふし をつ けて (なかなか やれな 

いわた しの ォ ー ト。) だなん て やった もんです。 バキ 

チも そこ は のんきです。 やっぱり ふし をつ けながら、 

(お呉れよ、 お呉れよ、 お前の ォ ー ト わたしに お呉れ 

ちょうど 

よ。) とうな つてい ました。 そこへ 丁度 わたしが 通り 

かかりました。 おい、 おい、 バ キチ、 あんまり みつと 

ぬす 

もない ざま はよ せよ。 一 体 馬 を 盗もう つ ての か。 

やど ひとばん 

それとも 宿が なくな つ て 今夜 一 晚 とめても らいたい 

と 云う のか。 バキチ が 頭 を搔き やした。 いや どっち も 

だ、 けれども 馬 を 盗む よりと まるより まず 第一に、 お 



れは何 かが 食いた いんだ。 (以下 原稿 空白) 
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